
原
　
邦
彦
議
員
（
公
ク
）

痛
ま
し

い
事
故
の
未
然
防
止
の
た
め
に
も
、

老
々
介
護
世
帯
や
独
居
老
人
世
帯
の

安
否
の
確
認
が
明
確
に
で
き
る
シ
ス

テ
ム
化
を
再
度
研
究
す
べ
き
と
考
え

る
。
ふ
だ
ん
か
ら
の
高
齢
者
世
帯
と

の
連
携
強
化
、
地
域
の
支
援
体
制
強

化
、
行
政
や
地
域
と
の
連
携
を
拒
否

し
が
ち
な
高
齢
者
世
帯
へ
の
専
門
的

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
等
の
派
遣
事
業
を

強
化
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
今
後
の

具
体
的
な
取
り
組
み
を
聞
き
た
い
。

市
長

民
生
委
員
に
高
齢
者
宅
を
戸

別
訪
問
し
て
も
ら
い
、
福
祉
サ
ー
ビ

推
進
し
て
い
き
た
い
。

②
内
容
、
運
営
形
態
、
財
政
負
担

な
ど
を
十
分
に
検
討
し
、
必
要
な
も

の
か
ど
う
か
を
判
断
し
て
い
き
た
い
。
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斉
藤
　
進
議
員
（
フ
ォ
）

国
レ
ベ

ル
で
医
療
制
度
改
革
が
議
論
さ
れ
て

い
る
が
、
抜
本
的
な
改
革
に
至
ら
な

い
で
い
る
。
小
平
市
の
国
民
健
康
保

険
財
政
も
深
刻
な
状
況
で
、
一
般
会

計
か
ら
赤
字
分
14
億
円
を
繰
り
入
れ

る
な
ど
、
市
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
影

響
を
与
え
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
。
激
増
す
る
医
療
費
に
対
し
保

険
税
値
上
げ
や
医
療
費
負
担
増
は
意

味
を
な
さ
な
い
。
国
民
健
康
保
険
の

場
合
、
所
得
に
対
す
る
保
険
税
の
負

担
比
率
が
高
く
不
公
平
が
あ
り
、
保

険
税
の
値
上
げ
は
不
払
い
に
つ
な
が

市
長

①
市
民
の
利
便
性
が
向
上
し

て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

②
国
や
他
の
自
治
体
と
の
連
携
が

今
ま
で
以
上
に
必
要
と
考
え
て
い
る
。

③
検
討
を
続
け
て
い
く
。

④
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
と
し
て
つ

く
り
上
げ
た
も
の
で
、
反
応
は
つ
か

ん
で
い
な
い
が
、
期
待
し
て
い
る
。

⑤
支
援
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

⑥
随
時
、
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

教
育
長

⑦
教
育
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
授
業
で
活
用
さ
れ
て
お
り
、
教

職
員
の
研
修
も
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

⑧
公
民
館
で
市
民
講
座
を
開
催
す

る
予
定
で
あ
る
。

永
田
政
弘
議
員
（
政
和
）

①
現
段

階
の
小
平
市
電
子
化
の
進
捗
状
況
は
。

②
国
の
電
子
政
府
化
と
の
連
携
で

小
平
市
電
子
自
治
体
の
今
後
の
構
築

は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

③
電
子
入
札
、
公
共
施
設
へ
の
情

報
端
末
設
置
、
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
使

用
の
防
犯
管
理
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

④
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
デ
ィ
ス

プ
レ
ー
設
置
の
目
的
と
反
応
は
。

⑤
障
害
者
へ
の
情
報
対
応
機
器
支

援
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

⑥
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
状
況
は
。

⑦
学
校
の
情
報
化
進
捗
状
況
は
。

⑧
I
T
講
習
会
後
の
対
応
は
。

原
　
邦
彦
議
員
（
公
ク
）

①
2
月

か
ら
の
道
路
運
送
法
改
正
に
伴
い
、

小
平
市
で
バ
ス
事
業
者
の
路
線
の
変

更
や
タ
ク
シ
ー
業
者
の
要
請
は
あ
る

か
。
近
隣
市
で
バ
ス
事
業
者
の
廃
止

路
線
や
新
規
参
入
の
計
画
は
あ
る
か
。

②
市
内
循
環
バ
ス
の
計
画
を
、
バ

ス
路
線
廃
止
箇
所
へ
の
支
援
策
と
の

内
容
で
進
め
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

③
法
改
正
に
よ
り
、
市
の
福
祉
タ

ク
シ
ー
券
は
特
定
業
者
へ
の
限
定
な

ど
か
ら
問
題
は
起
き
な
い
の
か
。

市
長

①
現
在
多
摩
地
区
で
運
行
し

て
い
る
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
事
業
者
か

ら
、
路
線
の
撤
退
・
新
規
参
入
の
申

請
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
導
入
に

つ
い
て
は
、
基
本
的
に
は
廃
止
路
線

を
視
野
に
入
れ
た
も
の
で
は
な
い
が
、

今
後
も
市
民
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら

検
討
し
て
い
き
た
い
。

③
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
の
新
規
事
業
者
と
の

協
定
締
結
に
つ
い
て
は
事
業
実
績
等

を
十
分
検
討
す
る
中
で
決
定
し
た
い
。

石
川
　
紀
議
員
（
緑
ネ
）

①
平
成

渡
辺
今
朝
夫
議
員
（
共
産
）

①
国

民
健
康
保
険
加
入
者
は
保
険
税
納
税

の
義
務
を
負
う
が
、
税
の
減
免
を
受

け
る
権
利
を
保
障
さ
れ
て
い
る
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

②
不
況
で
税
の
滞
納
が
ふ
え
て
い

る
今
日
、
減
免
申
請
が
1
件
も
出
さ

れ
な
か
っ
た
原
因
を
ど
う
考
え
る
か
。

③
こ
の
と
こ
ろ
の
不
況
で
、
商
店

等
で
は
前
年
度
に
比
べ
2
割
か
ら
3

割
の
減
収
が
起
き
て
い
る
現
状
が
あ

る
が
、
こ
う
し
た
場
合
の
減
免
申
請

に
、
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

④
現
行
の
減
免
取
扱
要
綱
を
見
直

す
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

市
長

①
減
免
の
事
由
に
該
当
す
る

人
は
申
請
に
基
づ
き
減
免
で
き
る
。

②
窓
口
等
で
相
談
さ
れ
た
事
例
で

は
、
資
産
等
を
活
用
で
き
る
状
況
が

あ
っ
た
た
め
、
該
当
し
な
か
っ
た
。

③
減
免
制
度
の
広
報
に
努
め
、
該

当
者
に
は
適
用
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

④
現
行
制
度
の
中
で
取
り
扱
っ
て

い
き
た
い
が
、
制
度
の
あ
り
方
に
つ

い
て
は
、
今
後
と
も
研
究
し
て
い
く
。

る
可
能
性
も
大
き
い
。
自
治
体
レ
ベ

ル
で
は
国
民
健
康
保
険
の
広
域
化
や

医
療
費
適
正
化
に
向
け
た
具
体
的
な

努
力
目
標
の
設
定
が
考
え
ら
れ
る
が
、

ど
の
よ
う
な
施
策
で
こ
の
問
題
を
解

決
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長

国
民
健
康
保
険
財
政
は
構
造

的
に
厳
し
い
状
況
に
あ
る
一
方
、
保

険
者
で
で
き
る
範
囲
は
限
ら
れ
て
い

る
。
広
域
化
に
つ
い
て
は
、
す
ぐ
に

実
施
で
き
る
も
の
で
は
な
い
が
、
国

の
動
向
に
あ
わ
せ
て
、
具
体
的
な
財

政
支
援
を
要
望
し
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
レ
セ
プ
ト
点
検
等
に
よ
り
医
療

費
の
適
正
化
な
ど
を
進
め
て
い
る
。

永
田
政
弘
議
員
（
政
和
）

元
気
高

齢
者
が
い
つ
ま
で
も
積
極
的
に
社
会

参
加
で
き
る
環
境
を
築
い
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、

①
元
気
高
齢
者
施
策
と
し
て
、
ど

の
よ
う
な
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
て
、

計
画
さ
れ
て
い
る
の
か
。

②
東
京
都
新
規
事
業
「
は
つ
ら
つ

高
齢
者
就
業
機
会
創
出
支
援
事
業
」

の
活
用
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

市
長

①
老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
助
成
な

ど
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
施
策
の
展
開

を
図
っ
て
お
り
、
社
会
活
動
・
生
き

が
い
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
い
う
基
本

的
な
方
向
性
に
沿
っ
て
各
種
事
業
を

14
年
度
に
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
る

子
ど
も
議
会
の
目
的
と
目
標
を
ど
う

考
え
て
い
る
か
。
子
ど
も
の
権
利
条

約
に
お
け
る
意
見
表
明
権
の
具
体
的

行
使
の
機
会
と
と
ら
え
て
い
る
の
か
。

②
方
法
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

企
画
段
階
か
ら
の
子
ど
も
た
ち
の
参

加
、
事
前
学
習
の
機
会
の
保
障
が
不

可
欠
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

③
開
催
後
に
、
子
ど
も
た
ち
の
意

見
を
ど
う
自
治
体
施
策
に
反
映
さ
せ
、

そ
れ
を
ど
う
報
告
す
る
の
か
。

市
長

①
目
的
は
、
民
主
主
義
や
地

方
自
治
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

こ
と
に
あ
る
。
ま
た
、
市
制
40
周
年

に
当
た
り
若
い
視
点
か
ら
の
意
見
を

も
ら
い
、
今
後
策
定
予
定
の
次
期
基

本
構
想
等
に
生
か
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。
そ
の
意
味
で
意
見
表
明
権
の

具
体
化
に
な
ろ
う
か
と
思
う
。

②
各
小
・
中
学
校
か
ら
子
ど
も
議

員
を
推
薦
し
て
も
ら
い
、
市
議
会
で

の
一
般
質
問
形
式
で
考
え
て
い
る
。

ま
た
、事
前
の
研
修
会
を
考
え
て
い
る
。

③
子
ど
も
議
会
の
要
録
を
作
成
し
、

各
校
等
に
配
布
し
た
い
。
ま
た
、
次

期
基
本
構
想
等
の
策
定
の
際
に
参
考

資
料
と
し
て
活
用
し
た
い
。

橋
本
久
雄
議
員
（
緑
ネ
）

①
支
援

費
制
度
と
介
護
保
険
制
度
の
大
き
な

違
い
は
。
そ
れ
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

な
問
題
が
あ
る
と
思
う
か
。

西
　
克
彦
議
員
（
共
産
）

①
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
状
況
実
態
調
査

報
告
書
へ
の
基
本
的
な
認
識
は
。

②
他
市
の
調
査
等
と
比
べ
て
相
違

点
は
見
受
け
ら
れ
る
か
。

③
ほ
か
の
高
齢
者
施
策
等
と
の
関

連
で
の
課
題
は
。
利
用
者
支
援
、
保

護
体
制
の
整
備
の
面
で
の
考
え
は
。

④
2
0
0
3
年
度
か
ら
の
介
護
保

険
事
業
計
画
見
直
し
作
業
の
眼
目
は
。

市
独
自
の
低
所
得
者
対
策
を
持
つ
べ

き
で
は
。

市
長

①
制
度
が
円
滑
に
導
入
さ
れ

た
こ
と
を
認
識
し
て
お
り
、
お
お
む

ね
予
測
の
範
囲
内
の
結
果
だ
っ
た
。

②
顕
著
に
大
き
な
違
い
は
な
い
。

③
市
役
所
内
の
基
幹
型
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
と
諸
機
関
と
の
連
携

の
中
で
、
具
体
的
な
支
援
を
行
っ
て

お
り
、
今
後
と
も
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
強
化
等
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

④
実
際
の
給
付
動
向
を
基
本
に
、

国
等
の
動
向
を
見
き
わ
め
検
討
す
る
。

市
独
自
の
低
所
得
者
対
策
に
つ
い
て

は
、
考
え
て
い
な
い
。

ス
等
の
案
内
や
悩
み
等
の
相
談
に
乗

り
、
対
応
困
難
な
ケ
ー
ス
は
、
民
生

委
員
と
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
や

市
の
窓
口
で
あ
る
基
幹
型
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
で
連
携
を
と
り

対
応
し
て
い
る
。
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が

必
要
と
思
わ
れ
る
人
に
は
、
市
の
ケ

ー
ス
ワ
ー
カ
ー
や
保
健
師
と
の
連
携

を
図
り
、
本
人
の
意
思
を
尊
重
し
つ

つ
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
努
力
し
て
い
る
。

今
後
も
地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
一
層

の
充
実
に
努
め
た
い
。

斎
藤
　
敦
議
員
（
フ
ォ
）

14
年
度

か
ら
都
よ
り
精
神
保
健
関
係
の
事
務

が
移
管
さ
れ
る
が
、
自
宅
療
養
中
等

の
精
神
障
害
者
の
中
に
は
、
理
解
し

に
く
い
行
動
に
出
る
人
も
い
る
。
周

辺
住
民
が
本
人
や
家
族
に
状
況
を
聞

く
こ
と
は
難
し
い
場
合
が
多
い
が
、

①
保
健
所
は
親
族
以
外
の
通
報
、

相
談
に
つ
い
て
ど
う
対
応
す
る
と
聞

い
て
い
る
か
。

②
警
察
に
通
報
し
た
場
合
ど
う
か
。

③
14
年
度
か
ら
の
市
の
対
応
は
。

市
長

①
す
ぐ
本
人
を
訪
問
す
る
対

応
は
と
ら
ず
、
相
談
の
趣
旨
を
よ
く

理
解
し
、
適
切
な
調
査
、
検
討
の
上

対
応
を
始
め
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

②
傷
害
な
ど
の
犯
罪
に
な
ら
な
い

場
合
は
、
保
健
所
と
連
絡
を
と
る
場

合
が
多
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

③
保
健
医
療
に
関
す
る
事
務
は
引

き
続
き
保
健
所
の
対
応
で
基
本
的
に

は
変
化
は
な
い
が
、
事
務
移
譲
を
契

機
に
市
の
窓
口
に
相
談
の
場
が
で
き
、

少
し
ず
つ
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ

と
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

②
障
害
者
本
人
へ
の
周
知
方
法
は
。

③
準
備
状
況
は
ど
う
か
。

④
サ
ー
ビ
ス
量
の
増
大
が
予
想
さ

れ
る
が
、
具
体
的
な
対
応
は
。

⑤
遠
隔
地
の
施
設
に
入
所
し
て
い

る
人
の
意
思
の
確
認
方
法
は
。

市
長

①
相
違
点
は
、
介
護
保
険
制

度
が
社
会
保
険
方
式
で
、
支
援
費
制

度
が
租
税
方
式
で
あ
る
点
等
で
あ
る
。

特
段
に
問
題
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

②
支
援
費
制
度
に
移
行
す
る
サ
ー

ビ
ス
を
現
に
受
け
て
い
る
人
に
は
個

別
に
説
明
し
、
そ
の
他
は
市
報
や
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
等
で
周
知
を
図
り
た
い
。

③
積
極
的
に
情
報
を
得
な
が
ら
、

制
度
研
究
を
含
め
準
備
し
て
い
る
。

④
具
体
的
な
対
応
は
、
厚
生
労
働

省
令
の
公
布
後
に
検
討
し
た
い
。

⑤
障
害
者
福
祉
課
の
職
員
が
現
地

に
行
き
、
意
思
の
確
認
を
す
る
。

斎
藤
　
敦
議
員
（
フ
ォ
）

医
療
に

つ
い
て
市
に
で
き
る
こ
と
は
限
界
が

あ
り
、
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
が

ど
ん
な
に
苦
し
く
と
も
、
医
療
制
度

の
中
身
に
は
手
を
入
れ
ら
れ
な
い
。

①
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
が
赤

字
決
算
と
な
っ
た
場
合
の
影
響
は
。

②
市
長
会
等
で
国
民
健
康
保
険
、

介
護
保
険
等
に
つ
い
て
国
に
対
し
、

ど
の
よ
う
な
意
見
が
出
て
い
る
か
。

関
根
　
玲
議
員
（
フ
ォ
）

①
全
国

的
に
ひ
と
り
親
家
庭
の
世
帯
数
が
増

加
傾
向
に
あ
る
が
、
市
内
の
ひ
と
り

親
家
庭
の
世
帯
数
と
、
近
年
の
増
減

な
ど
の
傾
向
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。②

ひ
と
り
親
家
庭
に
な
っ
た
原
因

と
原
因
別
の
増
減
な
ど
の
傾
向
は
。

③
現
在
、
市
が
行
っ
て
い
る
ひ
と

り
親
家
庭
支
援
の
現
状
は
。

市
長

①
平
成
10
年
10
月
現
在
の
調

査
に
よ
る
と
、
母
子
家
庭
で
千
百
28

世
帯
、
父
子
家
庭
で
237
世
帯
で
、
増

加
傾
向
に
あ
る
。

②
母
子
家
庭
で
は
、離
婚
が
71
％
で
、

病
死
が
13
・
8
％
、
父
子
家
庭
で
は

離
婚
が
47
・
8
％
で
、
病
死
が
41
・

1
％
と
な
っ
て
お
り
、
と
も
に
離
婚

の
割
合
の
増
加
が
見
ら
れ
る
。

③
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
や
ひ
と

り
親
家
庭
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

事
業
等
を
行
っ
て
お
り
、
支
援
に
努

め
て
い
る
。

加
藤
俊
彦
議
員
（
公
ク
）

①
小
平

市
の
小
児
救
急
医
療
体
制
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。

②
市
内
の
小
児
科
医
の
総
数
と
小

児
人
口
当
た
り
の
数
は
。

③
昭
和
病
院
や
健
康
セ
ン
タ
ー
内

の
平
日
準
夜
応
急
診
療
所
で
は
、
年

間
何
人
ぐ
ら
い
の
救
急
患
者
が
来
る

の
か
。
特
に
夜
間
で
は
ど
う
か
。
小

児
は
ど
の
く
ら
い
を
占
め
て
い
る
か
。

④
比
較
的
軽
度
と
い
わ
れ
る
一
次

救
急
は
ど
う
対
応
し
て
い
る
の
か
。

⑤
多
摩
地
区
市
町
村
の
小
児
救
急

医
療
支
援
事
業
実
施
状
況
は
。

市
長

①
小
児
科
の
み
を
対
象
と
し

た
救
急
医
療
体
制
は
な
い
が
、
平
日

準
夜
応
急
診
療
所
等
で
内
科
と
小
児

科
の
応
急
診
療
を
行
っ
て
い
る
。

②
59
人
程
度
と
聞
い
て
お
り
、
15

歳
未
満
人
口
1
人
当
た
り
、
0
・
0

0
2
人
で
あ
る
。

③
12
年
度
実
績
で
、
公
立
昭
和
病

院
の
救
急
患
者
数
は
2
万
千
6
百
95

人
、
小
児
は
4
千
4
百
77
人
で
、
夜

間
は
3
千
59
人
で
あ
る
。
平
日
準
夜

応
急
診
療
所
の
患
者
数
は
千
9
百
87

人
で
小
児
は
千
3
百
37
人
で
あ
る
。

④
休
日
応
急
診
療
、
平
日
準
夜
応

急
診
療
で
対
応
し
て
い
る
。

⑤
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
な
い
。

③
健
康
診
断
の
費
用
対
効
果
は
。

④
高
齢
者
の
老
人
医
療
に
対
す
る

意
識
を
市
は
ど
う
と
ら
え
て
い
る
か
。

市
長

①
非
常
手
段
と
し
て
、
翌
年

度
予
算
の
先
食
い
で
あ
る
繰
上
充
用

に
よ
る
取
り
扱
い
と
な
る
。

②
国
民
健
康
保
険
事
業
の
一
本
化
、

介
護
保
険
事
業
の
財
政
運
営
支
援
策

等
を
要
望
し
て
い
る
。

③
算
定
し
た
こ
と
は
な
い
が
、
予

防
医
療
と
し
て
の
役
割
は
大
き
い
と

考
え
て
い
る
。

④
高
齢
者
に
は
、
ほ
ぼ
毎
年
の
よ

う
に
改
革
さ
れ
る
医
療
制
度
へ
の
不

安
感
が
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

▲

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
デ
ィ
ス
プ
レ
ー

（
市
役
所
１
階
）

子ども議会開催が予定される市議会議場

福
　
祉

n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n

医　療

健　康

一般質問

道
路
運
送
法
改
正
に

伴
う
市
へ
の
影
響

電
子
自
治
体
に
よ
っ
て

住
民
の
生
活
は
ど
う
変
わ
る
か

国
民
健
康
保
険
を
、

ど

う

す

る

国
民
健
康
保
険
税
減
免
の

扱
い
と
要
綱
の
見
直
し

子
ど
も
議
会
の
開
催

86
％
の
元
気
高
齢
者
施
策

老
々
介
護
、
独
居
老
人
世
帯
の

安
否
確
認
体
制
の
強
化
充
実
を

介

護

保

険

と

高
齢
者
福
祉
の
拡
充

支
援
費
制
度
で
障
害
者
の

生
活
は
ど
う
変
わ
る
の
か

精
神
障
害
者
へ
の
理
解
を

深
め
る
手
助
け
を
で
き
る
か

ひ
と
り
親
家
庭
の

支

援

小
児
医
療
体
制
の

充

実

強

化

市
は
医
療
制
度
に
つ
い
て

国
に
ど
う
意
見
す
べ
き
か


